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　この業務報告書は、地方公営企業法第40条の２第１項及び香取市公共下水道事業及

び農業集落排水事業の設置等に関する条例第９条の規定に基づき、令和７年４月１日

から令和７年９月30日まで(以下「上期」という。)の業務状況を記載しています。



１　事業の概況

（１）業務

ア　汚水処理水量

単位：千㎥

単位：㎥

イ　主な建設改良事業の概要

汚水処理水量 比　　較

令和６年度（上期） 令和７年度（上期） 増減 増減率(%)

 佐原浄化センター 1,380 1,170 △ 210 △ 15.2

 小見川浄化センター 480 470 △ 10 △ 2.1

合　　計 1,860 1,640 △ 220 △ 11.8

日平均汚水処理水量 比　　較

令和６年度（上期） 令和７年度（上期） 増減 増減率(%)

 佐原浄化センター 7,469 6,366 △ 1,103 △ 14.8

 小見川浄化センター 2,597 2,522 △ 75 △ 2.9

合　　計 10,066 8,888 △ 1,178 △ 11.7

　令和７年度（上期）における汚水処理水量は、浄化センター２箇所の合計で1,640千㎥と
なり、令和６年度（上期）と比較し220千㎥の減となりました。
　また、日平均汚水処理水量は8,888㎥となり、令和６年度（上期）と比較し1,178㎥の減
となりました。

区　　分

区　　分

　建設改良事業につきましては、香取市公共下水道新寺ポンプ場の建設工事、船戸地内マ
ンホール更生工事、公共桝設置工事等を実施しました。
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２　経理の状況

（１）予算の執行状況

ア　収益的収入及び支出（消費税込み）

　収　入 単位：千円

　支　出 単位：千円

イ　資本的収入及び支出（消費税込み）

　収　入 単位：千円

　支　出 単位：千円

科　目 予算額 執行額 執行率(%)

 下水道事業収益 1,616,797 828,519 51.2

　営業収益 617,722 433,528 70.2

　営業外収益 999,075 394,991 39.5

　収益（収入）は、主に下水道使用料及び雨水処理負担金として一般会計から繰入れるものを計
上しており、予算現額に対する執行率は、51.2％となりました。

科　目 予算額 執行額 執行率(%)

 下水道事業費用 1,546,586 200,935 13.0

　営業費用 1,507,004 182,486 12.1

　営業外費用 38,481 18,429 47.9

　特別損失 101 20 19.8

　予備費 1,000 0 0.0

　費用（支出）は、管渠、ポンプ場、浄化センターに係る修繕費、光熱水費等の維持管理費及び
企業債利子償還金等を計上しており、予算現額に対する執行率は、13.0％となりました。
(注) 長期前受金戻入及び減価償却費は、年度末に執行のため上期は計上していません。

科　目 予算額 執行額 執行率(%)

 資本的収入 1,785,307 105,842 5.9

　企業債 977,200 0 0.0

　他会計補助金 103,187 103,187 100.0

　国庫補助金 651,598 0 0.0

　負担金及び分担金 4,120 2,655 64.4

　その他資本的収入 49,202 0 0.0

　収入は、主に企業債、他会計補助金（一般会計からの繰入金）、国庫補助金等を計上してお
り、予算現額に対する執行率は、5.9％となりました。

科　目 予算額 執行額 執行率(%)

 資本的支出 2,261,313 448,563 19.8

　建設改良費 1,709,599 161,632 9.5

　固定資産購入費 1,824 845 46.3

　企業債償還金 549,890 286,086 52.0

　費用（支出）は、管渠、ポンプ場、浄化センターに係る建設費及び企業債元金償還金等を計上
しており、予算現額に対する執行率は、19.8％となりました。
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ウ　事業収入に関する事項（消費税抜き）

　収　入 単位：千円、％

エ　事業費用に関する事項（消費税抜き）

　支　出 単位：千円、％

単位：千円

単位：千円

令和６年度（上期） 令和７年度（上期） 比　　較

金額 構成比率 金額 構成比率 金額 前年比

令和６年度（上期） 令和７年度（上期） 比　　較

金額 構成比率 金額 構成比率 金額 前年比

 (２)損益計算書(消費税抜き、令和７年４月１日から令和７年９月30日まで)

借　　　　方 貸　　　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

 下水道事業費用 703,773  下水道事業収益 1,108,661

　営業費用 685,324 　営業収益 416,662

　営業外費用 18,429 　営業外収益 691,999

　特別損失 20 　特別利益 0

 上期純利益 404,888

計 1,108,661 計 1,108,661
（注）＊

 (３)貸借対照表(消費税抜き、令和７年９月30日現在)

借　　　　方 貸　　　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固定資産 18,623,803 固定負債 5,178,100

流動資産 517,133 流動負債 396,529

繰延収益 9,410,605

　　（負債合計） 14,985,234

資本金 2,445,535

剰余金 1,710,167

（うち当年度純利益） (404,888)

（資本合計） 4,155,702

計 19,140,936 計 19,140,936
（注）＊

科　目

 下水道事業収益 795,099 100.0 811,652 100.0 16,553 2.1

　営業収益 380,547 47.9 416,662 51.3 36,115 9.5

　営業外収益 414,552 52.1 394,990 48.7 △ 19,562 △ 4.7

科　目

 下水道事業費用 182,210 100.0 203,969 100.0 21,759 11.9

　営業費用 163,988 90.0 185,520 91.0 21,532 13.1

　営業外費用 17,947 9.8 18,429 9.0 482 2.7

　特別損失 275 0.2 20 0.0 △ 255 △ 92.7

　予備費 0 - 0 - 0 -

減価償却費(499,804千円）及び長期前受金戻入(297,009千円)は、年度末に一括して執行するものです
が、予算額の二分の一を執行見込額として、営業費用と営業外収益にそれぞれ計上しています。

減価償却費(499,804千円）及び長期前受金戻入(297,009千円)は、年度末に一括して執行するものです
が、予算額の二分の一を執行見込額として、固定資産と繰延収益にそれぞれ計上しています。
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３　令和６年度決算の状況

（１）業務の状況

（２）経理の状況

単位：千円

単位：千円

　損益計算書(消費税抜き、令和６年４月１日から令和７年３月31日まで)

借　　　　方 貸　　　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

 下水道事業費用 1,438,676  下水道事業収益 1,550,763

　営業費用 1,399,828 　営業収益 567,660

　営業外費用 38,573 　営業外収益 983,103

　特別損失 275 　特別利益 0

 当年度純利益 112,087

計 1,550,763 計 1,550,763

　貸借対照表(消費税抜き、令和７年３月31日)

借　　　　方 貸　　　　方

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

固定資産 17,991,093 固定負債 5,185,601

流動資産 577,666 流動負債 1,030,179

繰延収益 9,007,754

　　（負債合計） 15,223,534

資本金 2,445,535

剰余金 899,690

（うち当年度純利益） (112,087)

（資本合計） 3,345,225

計 18,568,759 計 18,568,759

　処理区域内人口は21,657人、接続人口は17,831人で、処理区域内人口に対する水洗化率
は82.33％、行政区域内人口に対する普及率は31.32％となりました。
　有収水量は2,214.4千㎥となり、有収率は64.68％で、前年度より9.63ポイントの増とな
りました。

　収益的収支の状況は、事業収益1,550,763千円に対し、事業費用1,438,676千円で、当年
度純利益は112,087千円となりました。
　また、資本的収支の状況は、資本的収入が599,230千円に対し、資本的支出は1,102,784
千円で、資本的収入が資本的支出に対して不足する額503,553千円については、損益勘定留
保資金等で補てんしました。
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